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平成 30 年度総務省情報通信白書より引用 

令和２年度飾区男女平等に関する意識と 

実態調査 変更点（案） 
１ はじめに 
  平成 27 年度に実施した飾区男女平等に関する意識と実態調査（以下、「前回調査」という。）

から４年が経過し、その間、国内外の社会情勢や男女平等に関する法改正・整備、課題やテー

マは大きく変化しております（詳細は参考①参照）。そのため、令和２年度飾区男女平等に

関する意識と実態調査（以下、「次回調査」という。）では、前回調査の調査項目を踏まえつつ、

より現状に即した内容で調査を行い、第６次計画の策定時の有益な資料としたいと考えており

ます。また、今回委員の皆様にご提示する変更点の案は、学識経験者である鳫委員と柚木委員

からご意見を頂戴し事務局側で作成しました。以下の変更点の案を踏まえ、委員の皆様の様々

なご視点からご意見を伺い、最終案として取りまとめて参りたいと思います。 
 
２ 前回調査からの変更点（案） 
（１）調査回答手段の追加 
   前回調査では郵送配布－郵送回収にした影響もあり、回答率は 38.7％と平成 22 年度実施

の回答率（66.4％）から減少しております。また、年齢別回答率では 20 代や 30 代といった

若者世代の回答率の低い状態が続いていることからも、回答率（特に若者世代）の向上がよ

り多様な意見を収集するためにも必要であると考えます。 
 その様な中で昨今、スマートフォンの普及が著しく伸びており、総務省の平成 30 年度通

信利用動向調査では平成 29 年時点で 20 代 30 代のスマートフォン個人保有率は 90％を超え

ています。そこで令和２年度の調査では、郵送回収に加え、調査対象者が自身のスマートフ

ォン等を用いて、インターネットから気軽に回答できるようにしたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 

資料３ 
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飾区男女平等推進計画（第５次）より引用 

飾区男女平等推進計画（第５次）より引用 

（２）性の多様性に関する設問の表現について 
   前回調査から「性の多様性」に関する項目を新設し、「自分の性別について悩んだことが 

あるか」、「セクシャル・マイノリティ」という言葉の認知度について調査しました。近年、

性的マイノリティへの注目度は高くなり、国内外で「性の多様性」について様々な議論がな

されております。そこで次回調査では、自分の性別について悩んだことがあると回答した人

に対し、現在自由回答の箇所を選択肢回答にするとともに、「セクシャル・マイノリティ」と

いう表現から「ＬＧＢＴ」又は「ＳＯＧＩ」と表現を変えて調査したいと考えております。 
 
①問２０－１ 自由記述回答から選択肢回答に変更する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
②問２１ 
（案１）「ＬＧＢＴ」の認知度について伺う。 
（案２）「ＳＯＧＩ」の認知度について伺う。 
（参考） 
 ※セクシャル・マイノリティ 
  性同一性障害（身体の性と心の性が異なる、または違和感を覚える人）や、インターセ 

ックス（先天的な身体的性別が不明瞭である）の人、また、性的指向（恋愛の対象）や 
同性が両性に向かう同性愛者や両性愛者の人などのことをいいます。 
（なお、前回調査時の認知度は 60.7％でした。） 

 
   ※ＬＧＢＴ 
    Lesbian（レズビアン、女性同性愛者）、Gay（ゲイ、男性同性愛者）、Bisexual（バイ 

セクシュアル、両性愛者）、Transgender（トランスジェンダー、性別越境者）の頭文 
字をとった単語で、セクシュアル・マイノリティ（性的少数者）の総称のひとつです。 
電通ダイバーシティ・ラボの 2018 年の調査では、日本における LGBT の割合が人口の 
8.9％存在すると言われています。 
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   ※ＳＯＧＩ 

Sexual Orientation and Gender Identity の頭文字をとった単語で、日本語では（性的 
指向と性自認）などと訳されます。「どんな性別を好きになるのか」、「自分自身をどう 
いう性だと認識しているのか」という意味になります。 

 
（３）「女性」だけの視点にこだわるのではなく、男性も含めた「一人ひとり」の視点からの「男 

女平等」についてどのように考えているか尋ねる設問、項目に変更したいと考えております。 
 
  ①問８ 働き方について「女性」だけではなく、男性も含めた「自分自身」の望ましい働き 

方について尋ねるよう変更する。また、その理由を選択式で回答してもらう。 
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②問１９ 性の対象を「女性」限定にしないよう変更する。 
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③問２２ 対象を「女性」限定にしないよう変更する。 
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（４）その他の設問や選択肢の表現修正及び追加 
   回答者がより分かりやすく回答選択をしやすくするため、以下のとおり設問や選択肢の 

表現を修正、追加したいと考えております。 
 
①問１－１ 選択肢５、１０の文言を修正する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②問４ 選択肢（オ）、（ク）、（ケ）、（コ）の文言を修正する。 
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③問５－１ 自由記述回答から選択肢回答に修正する。 
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④問７ 選択肢５の文言を修正する。 
 
 
 
 
 
 
 
⑤問７－１ 選択肢に「１３．わからない」を追加する。 
 
⑥問９ 選択肢６、１２の文言を修正する。 
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⑦問１０－２ 育児休業の選択肢５、８の文言を修正する。介護休業の選択肢５、８の選択 
肢を修正する。 
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⑧問１２（ア）、（イ）の選択肢７の文言を修正する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑨問１３ 選択肢４、６の文言を修正する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 11 / 14 

⑩問１４ 選択肢（ア）、（ウ）、（カ）、（キ）、（ケ）、（コ）の文言を修正する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑪問１５－２ 選択肢に「１２．自分で加害者に対応しようと思ったから」を追加する。 
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⑫問１６ 選択肢（ク）の文言を修正する。また、選択肢に「（タ）元交際相手などに性的 
な画像をインターネット上に公開される「リベンジポルノ」の被害を受けたことがある」   
を追加する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑬問１７－１ 選択肢８の文言を修正する。 
 
 
 
 
 
 

 
⑭問１７－２ 選択肢に「１２．自分で加害者に対応しようと思ったから」を追加する。 
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⑮問１８ 選択肢１、７、９の文言を修正する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑯問２６ 設問の回答方法及び選択肢１の文言を修正する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
⑰問３０ 選択肢５、７の文言を修正する。 
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（５）設問の削除 
   設問数が多いと回答に時間がかかり、回答率低下の原因に繋がります。そこで、集計に使

用していない設問については削除する方向で考えております。 
①Ｆ４－１ 一番下のお子さんの年齢について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②Ｆ５   世帯構成について 
 


